
題
字
＝
石
川
進

羲ぎ

之し

・
獻け
ん

之し

親
子
を
中
心
と
す
る
書
法
の
体
得
が

絶
対
視
さ
れ
、
彼
も
そ
の
例
に
倣
っ
て
い
た
。
こ

れ
を
帖
じ
ょ
う

学が
く

派
と
い
う
。

　

し
か
し
、
帖
学
の
資
料
は
、
模
刻
や
翻
刻
を
繰

り
返
し
、
本
質
と
の
誤
差
は
大
き
く
な
っ
て
い

て
、
こ
れ
に
危
機
感
を
持
っ
た
向
学
の
士
は
、
官

民
を
問
わ
ず
輩
出
し
、
碑ひ

碣け
つ

か
ら
直
接
採
っ
た
拓

本
な
ど
を
参
考
と
す
る
考
え
方
が
拡
散
す
る
。
こ

れ
を
碑
学
派
と
い
う
。

　

生
涯
布ほ

衣い

を
通
し
た
鄧と
う

完か
ん

白ぱ
く

（
一
七
四
三
～

一
八
〇
五
）
は
、
計
白
当
黒
を
理
念
と
し
、
野
生

味
横お
う
い
つ溢
の
篆て
ん
れ
い隷
書
を
完
成
。　

　

包ほ
う

世せ
い

臣し
ん

（
一
七
七
五
～
一
八
五
五
）
芸げ
い

舟し
ゅ
う

双そ
う

楫し
ゅ
うを

著
し
、
書
作
の
根
幹
を
気
満
（
気
力
を
余

白
に
ま
で
浸
透
さ
せ
る
）
と
い
う
書
論
を
展
開
、

一
八
〇
二
年
、
鄧
完
白
が
鎮
江
を
訪
れ
た
折
に
会

い
、
伝
授
さ
れ
た
書
法
を
核
と
し
、
独
自
の
研
究

か
ら
「
逆
入
平
出
法
」
を
創
出
す
る
。

　

呉ご

譲じ
ょ
う

之し

（
一
七
九
九
～
一
八
七
〇
）
包
世
臣

入
室
の
弟
子
・
逆
入
平
出
を
墨
守
、
師
の
包
が
師

と
抑
ぐ
鄧
の
書
法
を
指
標
と
し
て
自
ら
の
書
を
創つ
く

　
「
私
は
趙
家
の
犬
で
も
い
い
」
と
焦
が
れ
、「
趙

家
之
狗
」
の
印
を
刻
ろ
う
と
思
っ
た
文
人
が
居お

ら

れ
た
。
最
も
崇
敬
す
る
、
西
川
寧や
す
し

博
士
だ
。

　

一
九
八
九
年
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
鬼
籍
に
入
ら
れ

た
の
だ
が
、
か
い
つ
ま
ん
で
話
そ
う
。

　

科
学
博
物
館
を
出
た
後
、
雨
の
中
を
東
洋
館
に

向
か
い
、
四
階
の
青
磁
を
見
て
降
り
た
二
階
で
の

展
示
が
、「
趙
ち
ょ
う

之し

謙け
ん

の
書
画
と
北
魏
の
書
─
悲ひ

盦あ
ん

没
後
130
年
─
」。
そ
し
て
書
画
・
刻
印
や
彼
に
関か
か

わ
る
資
料
な
ど
、
百
四
十
四
点
の
展
示
会
場
は
、

ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
た
。

　

浙
江
省
會か
い

稽け
い

に
生
ま
れ
、
南
城
の
知
県
在
職

時
、
五
十
六
歳
に
て
病
没
し
た
（
一
八
二
九
～

一
八
八
四
）
文
人
で
あ
る
。

　

中
国
で
は
高
等
官
吏
登
用
試
験
（
科
挙
）
が
あ

り
、
隋
唐
時
代
か
ら
こ
の
制
度
が
創
始
さ
れ
て
、

清
朝
末
ま
で
の
千
五
百
余
年
存
続
し
、
趙
之
謙
は

生
涯
に
五
度
受
験
、
全
て
失
敗
に
終
わ
っ
た
人

だ
っ
た
。　
　
　
　
　

　

受
験
の
必
須
科
目
の
一
つ
、
書
は
、
当
時
、
王お
う

　

一
九
四
二
年
、
い
わ
き
市
平

生
ま
れ
。
石
川
紋
店
代
表
。　

　

家
業
の
か
た
わ
ら
、
幼
少
か

ら
書
に
親
し
む
。
書
の
世
界
で

培
っ
た
点
・
線
・
面
と
墨
・
紙
・

水
の
生
理
を
追
求
し
、
石
刻
に

よ
る
印
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
抽

象
、
具
象
の
絵
画
表
現
を
展
開
。

　

書
学
書
道
史
学
会
会
員
、
書

法
探
求
顧
問

い
し
か
わ 

・ 

す
す
む

書
い
て
い
る
人

石
川　

進
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る
。
趙
之
謙
と
は
、
ほ
ぼ
同
時
に
生
き
た
人
だ
。

　

呉ご

昌し
ょ
う

碩せ
き

（
一
八
四
四
～
一
九
二
七
）
書
画
篆

刻
に
優
れ
、
や
は
り
布
衣
を
通
す
「
石
鼓
文
」
を

「
一
石
五
鳥
③ 

趙ち
ょ
う

家け

の
狗い
ぬ

」

第
三
十
回

精
習
し
、
独
到
の
境
地
に
辿た
ど

り
着
い
た
人
で
、
こ

の
人
か
ら
日
本
人
も
深
く
関
わ
る
。

　

昌
碩
の
門
第
と
な
っ
た
河
井
荃せ
ん

廬ろ

（
一
八
七
一

～
一
九
四
五
）
は
、近
代
日
本
の
篆
刻
の
大
家
だ
。

　
　

　

河
井
は
中
国
に
渡
り
、
昌
碩
に
よ
っ
て
趙
之
謙

に
関
わ
る
情
報
を
得
、
作
品
の
収
集
に
も
奔
走

し
、
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
悲ひ

盦あ
ん

賸よ
う

墨ぼ
く

）
を
造
る

も
、
一
九
四
五
年
三
月
十
日
の
大
空
襲
に
よ
り
完

全
に
焼
失
、
彼
も
亡
く
な
る
。

　

西
川
は
若
い
頃
か
ら
河
井
に
私
淑
し
、
趙
之
謙

学
を
学
び
な
が
ら
、
趙
の
と
り
こ
と
な
っ
て
い

く
。
こ
の
思
い
が
「
趙
家
之
狗
」
だ
。
鄧
完
白
の

骨
太
の
野
生
、
包
世
臣
の
論
理
的
な
思
考
、
呉
譲

之
の
墨
守
と
加
味
、
彼
等
の
辿
り
着
け
な
か
っ
た

理
論
の
実
験
と
実
現
の
陰
に
は
、
之
謙
完
成
の

根
っ
子
と
な
っ
て
は
い
た
が
、
三
十
六
歳
で
放ほ
う
て
き擲

し
た
手
法
も
あ
っ
た
。

　

そ
れ
は
、阮げ
ん
げ
ん元
の
著
し
た
『
北
碑
南
帖
論
』『
南

北
書
派
論
』
を
読
み
込
む
こ
と
で
、
当
時
の
誰
も

が
学
ん
だ
帖
学
の
手
法
だ
。
後
学
の
も
の
は
、
鄧

か
ら
始
ま
り
、「
荃
廬　
　

寧
」
と
い
う
道
統
に

辿
り
着
く
。

　

太
平
天
国
の
乱
で
妻
子
を
喪う
し
な
い
、
悲
盦
、
无む

悶も
ん

と
号
し
た
理
由
は
、
知
る
程
に
言
葉
を
見み

出い
だ

す
こ

と
が
難
し
い
。

　

擲て
い

羲ぎ

下か

碑ひ

な
ど
北
魏
の
楷か
い

書
の
積
習
の
結
果
、

後
に
呼
ば
れ
る
「
北
魏
書
」
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
、

現
代
で
も
な
お
書
の
世
界
を
牽け
ん

引い
ん

す
る
。
並
外
れ

た
気
性
の
之
謙
、そ
れ
に
肉
迫
し
た
西
川
寧
は「
趙

家
之
狗
」
で
も
い
い
と
い
う
。

　

三
十
年
ぶ
り
の
趙
之
謙
展
を
見
る
チ
ャ
ン
ス
を

得
て
、
私
は
改
め
て
書
の
世
界
の
深
奥
を
想お
も

う
。

そ
し
て
許
さ
れ
る
の
な
ら
、「
趙
家
之
蚯み
み
ず蚓
」
で

も
い
い
。

推十合一之室（河井荃廬のコレクション悲盦賸墨より）＝1945年 3月10日焼失


